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Ⅰ 調査の概要 

1 調査の目的 

この調査は、令和 9年度から実施する「第 10期介護保険事業計画」の策定作業

の中で、介護保険事業の円滑な実施と、高齢者の保健福祉サービスを充実させる

ための基礎資料として活用することを目的に実施したものです。 

 

2 調査の方法 

① 調査対象地域 鈴鹿亀山地区全域 

② 調査対象者  鈴鹿亀山地区広域連合管内居宅介護支援事業所及び 

    介護予防支援事業 

③ 調査期間  令和 8年 1月(調査基準日は令和 8年 1月 1日) 

④ 調査方法  郵送によって配布し、調査票またはウェブにて 

    回答・回収 

 

3 配布・回収数 

配布数 未着数 
有効 

配付数 
回収数 回収率 白紙等 

有効 

回収数 

有効 

回収率 

79 ─ 79 69 87.3% ─ 69 87.3% 

うち調査票   34 43.0% ─ 34 43.0% 

うちウェブ   35 44.3% ─ 35 44.3% 

 

4 報告書の見方(注意事項) 

① グラフおよび表中の n数(number of cases)は、「無回答」や「不明」を除く

回答者数を表しています。 

② 調査結果(グラフおよび表中)の比率は、その設問の回答者数(n 数)を分母と

して、小数点以下第 2位を四捨五入して算出し、小数点以下第 1位までを表示

しています。したがって、端数処理のため、回答比率の合計は必ずしも 100%

にならない場合があります。 

③ 複数回答形式(複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式)の設問につ

いては、その設問の回答者数(n 数)を分母として比率を算出しています。した

がって、すべての回答比率の合計が 100%を超えることがあります。 

④ 令和 4年度に実施した前回調査（第 9期介護保険事業計画の策定にかかる調

査）において同一の設問を行っている場合は、前回調査との比較を行ってい

ます。その際、前回調査については「第 9期調査」と表示しています。 

⑤ 選択肢の語句が長い場合、本文や図表中では省略した表現を用いている場

合があります。  
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Ⅱ 調査結果 

1 貴事業所の状況について 

問 1 貴事業所の形態をお選びください。（1つを選択） 

【第 10期調査 n=69、第 9期調査 n=70】 

「その他のサービス事業と併設」が 63.8%で最も多く、「単独型の居宅介護支援事

業所」が 24.6%で続いています。最も少ないのは「地域包括支援センター」で 11.6%

です。 

「その他のサービス事業と併設」は第 9期から第 10期にかけて 1.9 ポイント減少し

ました。なお、引き続き「その他のサービス事業と併設」が 6割台半ばを占めてい

ます。 

 

 

問 2 貴事業所が現在、サービスを提供している地域をお選びください。 

（複数選択可）【第 10 期調査 n=69、第 9期調査 n=72】 

「鈴鹿市・亀山市全域」が 39.1%で最も多く、「国府［鈴鹿第 2］」が 33.3%で続い

ています。最も少ないのは「椿［鈴鹿第 1］」で 2.9%です。 

「鈴鹿市・亀山市全域」は第 9期から第 10 期にかけて 19.7ポイント増加しまし

た。サービス提供地域として「鈴鹿市・亀山市全域」を挙げる事業所が増加してい

ます。 

 

  

第  期 第 期

単独型の居宅介護支援事業所

地域包括支援センター

その他のサービス事業と併設
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第  期 第 期

鈴鹿市・亀山市全域

鈴鹿市全域

亀山市全域

加  ［鈴鹿第 ］

   ［鈴鹿第 ］

 間 ［鈴鹿第 ］

椿［鈴鹿第 ］

   ［鈴鹿第 ］

鈴 ［鈴鹿第 ］

 内［鈴鹿第 ］

国府［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

   ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

一  ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

長 ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

白 ［鈴鹿第 ］

   ［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

 が ［鈴鹿第 ］

 ［鈴鹿第 ］

 山［鈴鹿第 ］

  ［鈴鹿第 ］

合 ［鈴鹿第 ］

    ［亀山第 ］

    ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

白 ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

本 ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

   和 ［亀山第 ］

  ［亀山第 ］

   ［亀山第 ］

   ［亀山第 ］

 下［亀山第 ］

加 ［亀山第 ］
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問 3 貴事業所の所在地をお選びください。（1つを選択） 

【第 10期調査 n=68、第 9期調査 n=72】 

「鈴鹿第 3」と「亀山第 1」がともに 13.2%で最も多くなっています。最も少ないの

は「鈴鹿第 4」で 5.9%です。 

「鈴鹿第 3」は第 9期から第 10期にかけて 0.7ポイント減少しました。所在地は複

数の圏域に分かれています。 

 

 

  

第  期 第 期

鈴鹿第 

鈴鹿第 

鈴鹿第 

鈴鹿第 

鈴鹿第 

鈴鹿第 

鈴鹿第 

鈴鹿第 

亀山第 

亀山第 
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問 4-1 専従【常勤】介護支援専門員の人数 

【第 10期調査 n=61、第 9期調査 n=61】 

「1人」と「2人」がともに 29.5%で最も多くなっています。 

「1人」は第 9期から第 10期にかけて 4.9ポイント減少しました。「1人」または

「2人」の事業所が多く、少人数体制の事業所が多いことがうかがえます。 

 

 

問 4-2 専従【非常勤】介護支援専門員の人数 

【第 10期調査 n=15、第 9期調査 n=19】 

「1人」が 66.7%で最も多く、「2人」が 26.7%で続いています。 

第 9期から第 10期にかけて「1人」が 3.5ポイント増加しました。専従【非常勤】

は少人数で配置している事業所が多くなっています。 

 

 

第  期 第 期

 人

 人

 人

 人

   人

  人以上

     

     

     

     

    

    

     

     

     

     

    

    

第  期 第 期

 人

 人

 人

 人

   人

  人以上
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問 4-3 兼務【常勤】介護支援専門員の人数 

【第 10期調査 n=26、第 9期調査 n=39】 

「1人」が 88.5%で最も多く、「3人」と「4 人」が 3.8%で続いています。 

「1人」は第 9期から第 10期にかけて 3.9ポイント増加しました。兼務【常勤】は

「1人」が大半を占めています。 

 

 

問 4-4 兼務【非常勤】介護支援専門員の人数 

【第 10期調査 n=5、第 9期調査 n=5】 

「1人」が 60.0%で最も多く、「2人」と「3 人」が 20.0%で続いています。 

第 9期から第 10期にかけて「1人」は 20.0 ポイント減少しました。回答数は少な

いものの、引き続き「1人」が最も多くなっています。 

 

  

第  期 第 期

 人

 人

 人

 人

   人

  人以上

     

    

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

第  期 第 期

 人

 人

 人

 人

   人

  人以上
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問 5 貴事業所の運営（経営）状況はいかがですか。（1つを選択） 

【第 10期調査 n=68、第 9期調査 n=68】 

「ほぼ順調」が 60.3%で最も多く、「やや悪い」が 25.0%で続いています。最も少な

いのは「非常によい」で 1.5%です。 

第 9期から第 10期にかけて「ほぼ順調」は 2.9ポイント増加しました。「ほぼ順

調」が 6割を占めています。 

 

 

  

第  期 第 期

非常によい

ほぼ順調

やや悪い

非常に悪い
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問 6 貴事業所が居宅介護支援事業及び介護予防支援事業を運営する上での課題は

何ですか。（複数選択可）【第 10期調査 n=67、第 9期調査 n=71】 

「介護報酬が低い」が 56.7%で最も多く、「困難事例が多い」が 31.3%で続いていま

す。最も少ないのは「利用者の身体等の状況の把握が難しい」で 1.5%です。 

  

第  期 第 期

困難事例が多い

利用者や  が介護保険制度やサービス
をよく らない

利用者等からの  の対 

利用者等からの ラスメント
（セ  ラ、 ス ラ等） の対 

利用者の身体等の状況の把握が難しい

設 ・  等が不 し、
利用者の ー に えられない

  の  

  が 期間に  する

超 勤務、 日出勤が多い

  利用者の  が困難

介護報酬が低い

他の事業所との 合が しい

サービス提供地域が広  なため非効率

介護保険制度 介護報酬  合事業等 
に する 報が やかに入 できない

法令や制度  等の内 を 分理 でき
ない

インフ ーマ  報が入 できない

他の事業所との連 

    との連 

市・広域連合との連 

地域包括支援センターとの連 

その他

 に  はない

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

    

    

    

    

    

    

    



9 

2 ケアマネジメントについて 

問 7 貴事業所において、サービスの質的向上を図る上での課題は何だと思います

か。（複数選択可）【第 10期調査 n=67、第 9期調査 n=68】 

「担当者間でのレベ の差が大きい」が 34.3%で最も多く、「適切な研修の 会が

不 している」が 23.9%で続いています。最も少ないのは「  の入れ替わりが 

しい」で 7.5%です。 

「担当者間でのレベ の差が大きい」は第 9 期から第 10期にかけて 12.2ポイント

増加しました。サービスの質的向上に向けて、担当者間のレベ 差や研修 会の不

 が  として挙げられています。 

 

 

  

第  期 第 期

担当者間でのレベ の差が大きい

  の入れ替わりが しい

利用者の がサービスの質的向上に か
されていない

適切な研修の 会が不 している

第 者  が活用されていない

その他

 に  はない
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問 8 介護支援専門員の資質向上を図るため、貴事業所で行っていることはありま

すか。（複数選択可）【第 10期調査 n=68、第 9期調査 n=72】 

「外 の研修会や講習会 の参加を支援している」が 77.9%で最も多く、「外 の

事例検討会 の参加を促している」が 66.2%で続いています。最も少ないのは「 

にない」で 1.5%です。 

「外 の研修会や講習会 の参加を支援している」は第 9期から第 10期にかけて

4.3ポイント増加しました。資質向上に向けた取組としては、外 研修や事例検討

会 の参加支援が多く挙げられています。 

 

 

問 9 介護支援専門員の処遇改善について、どのようにお考えですか。 

（1つを選択）【第 10 期調査 n=68、第 9期調査 n=73】 

「不 分である」が 80.9%で最も多く、「どちらとも言えない」が 16.2%で続いてい

ます。最も少ないのは「 分である」で 2.9%です。 

第 9期から第 10期にかけて「不 分である」が 6.9ポイント増加しました。引き続

き、処遇 善については、「不 分である」とする回答が 8割を占めています。 

 

  

第  期 第 期

 場内で研修を  している

外 の研修会や講習会 の参加を支援し
ている

外 の事例検討会 の参加を促している

介護支援専  同 の 報  の 会を
設けている

書 やインターネ トなどで収 した 
報を 有している

その他

 にない

     

     

     

     

     

    

    

     

     

     

     

     

    

    

第  期 第 期

不 分である

 分である

どちらとも言えない

     

     

    

     

     

    



11 

問 10 貴事業所では、利用者や家族からの相談や苦情についてどのように対応して

いますか。（複数選択可）【第 10期調査 n=68、第 9期調査 n=73】 

「担当が個別に対 している」が 64.7%で最も多く、「地域包括支援センターに相

談している」が 63.2%で続いています。 

第 9期から第 10期にかけて「担当が個別に対 している」は 1.7ポイント増加しま

した。引き続き相談や   の対 は、担当者による個別対 と地域包括支援セン

ター の相談が中心となっています。 

 

 

  

第  期 第 期

相談・  専 の担当を配置している

担当が個別に対 している

  対 マ  ア を作 している

利用者アンケートを実施している

地域包括支援センターに相談している

市 所に相談している

鈴鹿亀山地区広域連合に相談している

国 健 保険 体連合会に相談している

その他

相談や  はない
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3 介護予防ケアマネジメントについて 

問 11 要支援の方のケアプランの作成について、地域包括支援センターの委託を受

けていますか。もしくは、受けられますか。（1つを選択） 

【第 10期調査 n=63、第 9期調査 n=65】 

「受けている」が 88.9%で最も多く、「受けていない」が 9.5%で続いています。最

も少ないのは「今後受ける予定」で 1.6%です。 

第 9期から第 10期にかけて「受けている」は 4.9ポイント減少しました。大半の事

業所が受託している一方、第 9期と比べるとやや低下しています。 

 

 

問 11-② 問 11で「受けている」と回答した事業所にお伺いします。令和 7年 12

月の 1か月間で、何件受託しましたか。【第 10期調査 n=56、第 9 期調査 n=57】 

「1 9件」が 42.9%で最も多く、「20 29件」が 19.6%で続いています。最も少な

いのは「30 39件」で 3.6%です。 

「1 9件」は第 9期から第 10期にかけて 6.1 ポイント増加しました。受託件数は

「1 9件」が最も多く、比較的少ない件数の事業所が中心となっています。 

 

 

第  期 第 期

受けている

今後受ける予定

受けていない

     

    

    

     

    

    

第  期 第 期

 件

   件

     件

     件

     件

  件以上
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問 11-③ 問 11で「受けていない」と回答した事業所にお伺いします。その理由は

何ですか。（複数選択可）【第 10期調査 n=5、第 9期調査 n=4】 

「その他」が 80.0%で最も多く、「人 に余裕がないから」が 20.0%で続いていま

す。 

「その他」は第 9期から第 10期にかけて 5.0 ポイント増加しました。なお、回答数

が少ないため、結果の 釈には留意が必要です。 

 

 

問 12 介護予防・日常生活支援総合事業におけるボランティアやＮＰＯによる介護

や生活支援サービスについて、どのように認識されていますか。（複数選択可）

【第 10期調査 n=64、第 9期調査 n=66】 

「あまり活用できていない」が 59.4%で最も多く、「介護サービスで行き届かない

 分を補うことができている」が 37.5%で続いています。最も少ないのは「その

他」で 3.1%です。 

第 9期から第 10期にかけて、「あまり活用できていない」は 7.3ポイント減少して

いる一方、「介護サービスで行き届かない 分を補うことができている」は 14.8ポ

イント増加しています。ボランティアやＮＰＯによる介護や 活支援サービスにつ

いては、「あまり活用できていない」が最も多い一方、「介護サービスで行き届か

ない 分を補うことができている」は前回調査より増加しています。 

 

  

第  期 第 期

報酬が低いから

担当件数が上 に しているから

人 に余裕がないから

その他

     

     

    

    

     

     

    

    

第  期 第 期

介護サービスで行き届かない 分を補う
ことができている

利用者の い 担で、  な  けをお
こなうことができている

地域  がかかわることにより、   
やうつなどの予防効果につながっている

あまり活用できていない

その他
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問 12-② 問 12で「介護サービスで行き届かない部分を補うことができている」

「利用者の軽い負担で、簡易な手助けをおこなうことができている」「地域住民が

かかわることにより、認知症やうつなどの予防効果につながっている」と回答した

事業所にお伺いします。ボランティアやＮＰＯは、具体的にどのような手助けをす

ることが有効だと思いますか。（複数選択可） 

【第 10期調査 n=31、第 9期調査 n=22】 

「ゴミ出し」が 96.8%で最も多く、「見守り、 かけ」が 64.5%で続いています。 

「ゴミ出し」は第 9期から第 10期にかけて 24.1ポイント増加しました。具体的な

支援としては、「ゴミ出し」や「見守り、 かけ」が多く挙げられています。 

 

 

  

第  期 第 期

調理

 除・  

 い  宅配は まない 

ゴミ出し

外出同行     い など 

見守り、 かけ

 し相 になること

相談相 になること

   の 難の  け

防 ・防 のための 回

 居内での困り と支援
  具  や   の取替など 

その他
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問 12-③ 問 12で「あまり活用できていない」と回答した事業所にお伺いします。

その理由は何ですか。（複数選択可）【第 10 期調査 n=38、第 9期調査 n=44】 

「地域による差がみられるから」が 52.6%で最も多く、「提供量が少ないから」が

47.4%で続いています。最も少ないのは「その他」で 7.9%です。 

第 9期から第 10期にかけて「地域による差がみられるから」は 9.4 ポイント増加し

ました。活用が進まない理由として、地域差や提供量の少なさが挙げられていま

す。 

 

 

  

第  期 第 期

提供量が少ないから

  な対 ができないから

地域による差がみられるから

質を担保できないから

 続的に提供されるか不 明 から

提供内 が分かり らいから

その他
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4 地域包括ケアについて 

問 13 鈴鹿亀山地区においては「地域包括ケアシステム」の深化・推進に向けて、

さまざまな取組を進めていますが、どのような点で取組が進んでいると思います

か。（複数選択可）【第 10期調査 n=63、第 9期調査 n=65】 

「地域ケア会議の推進」が 55.6%で最も多く、「   施策の推進」が 27.0%で続い

ています。最も少ないのは「安定した居 環境の確保」で 4.8%です。 

第 9期から第 10期にかけて「地域ケア会議の推進」は 11.0ポイント増加しまし

た。取組が進んでいる点として、「地域ケア会議の推進」が最も多く挙げられてい

ます。 

 

 

  

第  期 第 期

地域ケア会議の推進

 合相談と 報提供の充実

介護予防の推進と 活支援サービスの充
実

在宅   活の支援

   施策の推進

高齢者の  の保 

  介護者 の支援

安定した居 環境の確保

サービス提供基 の  

  や    の えの充実

介護保険事業の健全  

その他
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問 14 家族の介護を理由とする離職者を減らすには、どのようなことが必要だと思

いますか。（複数選択可）【第 10期調査 n=69、第 9期調査 n=70】 

「  なサービス提供」が 73.9%で最も多く、「 場の理 や就労環境の向上」が

72.5%で続いています。最も少ないのは「その他」で 5.8%です。 

「  なサービス提供」は第 9期から第 10 期にかけて 3.9ポイント増加しました。

介護  を減らすために必要なこととしては、「  なサービス提供」と「 場の

理 や就労環境の向上」が多く挙げられています。 

 

 

 

第  期 第 期

 場の理 や就労環境の向上

介護サービスの  

相談  の充実

介護サービスの充実

  なサービス提供

介護施設の  

介護保険外サービスの充実

 用 担の 減

その他

     

     

     

     

     

     

     

     

    

     

     

     

     

     

     

     

     

    


